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技術分野 ⑤地下水流入抑制の敷地管理-(1)敷地山側からの地下水量を低減する提案 
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１．技術等の概要 

 海抜約３５ｍエリアに連続地中壁により遮水壁を設置し、地下水の流入を防止する。加え

て、ベントナイト混合土によるフェーシング（別途提案）を実施し、雨水の浸入を防ぐ。 

（特徴） 

 遮水壁の構造は遮水性に優れたものとして小型の施工機械を利用したアスファルトマス

チックによる遮水壁を提案する。以下にその特徴を示す。 

(1)アスファルトマスチックは、変形追随性を有しており、遮水性に優れた材料である。 

(2)施工機械が小型であることと、芯材や鉄筋等の重量物を扱う必要がないため、作業エリ

アを大幅に縮小できる。 

(3)鋼材を使用しないため、工期、コストの縮減が図れる。 

(4)コンクリート等の材料を用いないため、養生期間を短縮でき、工程の短縮が図れる。 

(5)エレメント間の打ち継ぎ面は、ジェット洗浄により処理する。また、メッシュシートに

より端面を保護することも可能。 

 

 

 

 

 

 

 

    小型地中連続壁掘削機                     遮水壁（平面図） 

（性能） 

  遮水壁をアスファルトマスチックで構築する。鋼材などが不要で、鋼材間の継手がないた

め、遮水性に優れる。 

２．備考 

・開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

提案した構造の遮水壁については実績はないが、各要素技術の施工実績はあるため、実

用化は早期可能である。 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

アスファルトマスチックの耐放射性を検証する必要がある。また、先行エレメントと後

行エレメントのアスファルトマスチックの密着性（遮水性）を検証する必要がある。 

・その他（特許等を保有している場合の参照情報等） 

  特になし 
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